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まえがき 

 

 

「キャプリングパイル工法設計・施工マニュアル改訂に当たって」 

 

 

 鹿島建設㈱で開発したキャプリングパイル工法（2002 年 12 月：評定取得、2012 年 1 月：評定

更新）は既製杭と場所打ち杭を対象とした杭頭半固定工法です。本工法の特長は、コンクリート

製のリング（PC リングと呼ぶ）を杭頭にかぶせるという極めてシンプルなディテールにありま

す。杭頭軸力が圧縮の場合には特にこれ以外に付加する要素はありませんが、既製杭の杭頭部で

地震時に引張力が発生する場合には、杭頭部に引張定着筋を挿入し、中詰コンクリート打設にて

杭頭部と基礎を連結することで引張力を伝えることが可能です。また、本工法は既製杭適用が圧

倒的に多く 2017 年 12 月時点で約 28000 本（杭本数換算）を超える状況です。 

 

キャプリングパイル工法は 2016 年 11 月に評定更新を行いました（BCJ 評定-FD0060-04、対象

杭種は既製杭と場所打ち杭）。今回、評定の変更内容を踏まえ、既製杭に対応した『設計・施工

マニュアル』の改訂を行います。 

 

 評定更新を行いました「キャプリングパイル工法」は、これまでと同様に「キャプリングパイ

ル協会（ＣＡＰＩＡ）が、主体的に実施対応していきます。鹿島建設㈱は、開発者の立場で、本

工法の望ましい採用拡大に向け、技術面、運用面等で、ＣＡＰＩＡをサポートしてまいります。

関係者各位のご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
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